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こちらの編集後記には何を書い
ても良いとのことでしたので，執

筆の依頼をいただいてからしばらくは趣味の登山（もっとも，
最近はハイキング程度ですが）の話でも書こうかと考えて
いました．しかし，締め切り直前にベトナムの大学で集中
講義をするという仕事があり，刺激を受けたのでそちらの
話をしたいと思います．
私の所属する大学では，ベトナムにあるいくつかの大学

と提携しており，現地で集中講義を実施します．私の順番
が回ってきたので，一月のはじめころからベトナム入りを
して講義を行ってきました（ベトナムでは旧正月を祝うため，
日本のお正月前後は特に休みではありません）．現地大学
では 1コマが50分の授業で構成され，それを 4日間で32コ
マ（ !）の集中講義を行うため，朝から夕方までみっちり詰
まっており，教員と学生の双方にとってなかなかハードな
スケジュールでした．それにも関わらず学生は終始熱心に
講義を受けてくれていたのが印象的でした．また，ホーチ
ミン市内で集中講義を行った大学とは別の大学の訪問も行

い，施設等を見学させていただいたのですが，外国企業の
支援を受けた充実した装置の数々がありました．それらの
装置を用いた教育が職業訓練に直結する側面があるようで
す．自分とほぼ同じ年齢の昭和生まれの装置を学生実験で
使用している私としては多少の羨望もありつつ（もちろん，
新しくて高価な装置を使うことが質の高い教育を意味する
訳ではありませんが），時代や地域に合った教育について
改めて考えるきっかけとなりました．最近は ChatGPTを
はじめとする生成 AIが広く利用されるようになってきて
おり，そのような背景からも時代に合った教育については
思うところがありますが，この点についてはまた別の機会
に譲りたいと思います．本稿の文字数制限も近づいてきま
したので，この辺りで筆を置かせていただきます．
なお，冒頭の登山の話の方を読みたかったと思われた読
者の方については私までお声がけいただければ幸いです．
学生の頃によく縦走した日本アルプスや，現在私が住んで
いる新潟県の山々の魅力について是非意見交換をさせてい
ただきたいと思います．� （高橋一匡）




